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安全で快適にご使用いただ く ための
注意事項
この操作説明書を よ く お読み く だ さ い。 本書を保管し て、 必要に応じ て参照し て く

だ さ い。 説明書に明記された、 全ての警告と指示に従っ て く だ さ い。

ク リ ーニ ン グする前に製品の電源をオ フ に し て く だ さ い

ク リ ーニ ン グする前に、 コ ンセン ト か ら本製品のプ ラ グ を抜いて く だ さ い。 液体ク

リ ーナーやエ アゾール ク リ ーナーを使用しないで く だ さ い。 ク リ ーニ ン グには、 固

く絞っ た布を使用し て く だ さ い。

電源プ ラ グ を抜き差しする際の注意事項

外部電源装置に対する電源の接続と取り外し に際し ては、 次のガ イ ド ラ イ ン を守っ

て く だ さ い。

• 電源装置を取り付けてか ら、 電源コ ー ド を AC コ ンセン ト に接続し て く だ さ

い。

• プ ロジ ェ ク タは、 電源コ ード を抜いた後で電源装置か ら取り外し て く だ さ い。

• シス テムに複数の電源が取り付け られている場合、 電源装置か ら電源コ ード

をすべて抜いてシス テムか ら電源を取り外し ます。

電源供給場所の確認

本機器をご使用になる前に、 電源コ ンセン トが、 使用場所の近 く にある こ と を確認

し て く だ さ い。 本機器か ら電源コ ー ド を取り外す際には、 必ず先に コ ンセン ト か ら

電源プ ラ グ を抜いて く だ さ い。

警告

• 本製品を水気のある と こ ろで使用しないで く だ さ い。

• 本製品を不安定なカー ト、 ス タ ン ド ま たはテーブルの上に置かないで く だ さ

い。 製品が落ちて、 破損する恐れがあ り ます。

• ス ロ ッ トや開口部は換気のために設け られ、 本機器が安全で、 安定し た操作

を行う ために、、 過熱か ら保護し ています。 これら の開口部を塞いだ り、 カ

バーを掛けた り しないで く だ さ い。 製品をベ ッ ド、 ソ フ ァ 、 ラ グ ま たはその

他の類似品の側にに置いて、 開口部を塞がないよ う に し て く だ さ い。

本製品を ラジエー タや ヒ ー ト レジス タ の傍または上に置いた り、 適切な換気が提供

されないはめ込み式家具などに取り付けた り しないで く だ さ い。

• いかなる種類の物体もキ ャ ビ ネ ッ ト のス ロ ッ ト を通し て本製品内部に押し込

まないで く だ さ い。 危険な電圧ポイ ン トやシ ョ ー トする部品に触れて、 火災

や感電の原因と な り ます。 製品の上または内部には、 いかなる種類の液体も

こぼ さないで く だ さ い。
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• 内部コ ンポーネン トが損傷し た り バ ッ テ リ の液漏れの原因と なるため、 製品

を振動する面に設置しないで く だ さ い。

• スポーツや運動が行われていた り、 ま たは振動のある環境下で本製品を使用

しないで く だ さ い。 回転装置やラ ン プが予期せずシ ョ ー ト し た り、 損傷する

原因と な り ます。

電力を使用する

• 本製品は、 マーキン グ ラ ベルに示された タ イ プの電源か ら操作する必要があ

り ます。 使用可能な電源の タ イ プが分か らない場合、 販売店または地域の電

力会社にお問い合わせ く だ さ い。

• 電源コー ドの上に物を置かないで く だ さ い。 コ ー ドが踏まれる可能性のある

場所に本製品を設置しないで く だ さ い。

• 本製品に延長コ ー ド を使用する場合、 延長コ ード に差し込まれた装置の合計

ア ンペア定格が延長コ ー ドのア ンペア定格を超えないよ う に し て く だ さ い。

ま た、 コ ンセン ト に差し込まれたすべての製品の合計定格が ヒ ュ ーズ定格を

超えないよ う に し て く だ さ い。

• コ ンセン ト、 テーブル タ ッ プ ま たはレセプ タ ク ルに多 く のデバイ ス を差し込

んで過負荷を掛けないよ う に し て く だ さ い。 シス テム全体の負荷は、 分岐回

路の負荷の 80% を超えてはいけません。 テーブル タ ッ プ を使用する場合、 負

荷はテーブル タ ッ プの入力定格の 80% を超えないよ う にする必要があ り ま

す。

• 本製品の AC ア ダ プ タ には、 3 叉のアース用プ ラ グが付属し ています。 プ ラ グ

はアース された コ ンセン ト にだけ適合し ます。 AC ア ダ プ タ のプ ラ グ を差し込

む前に、 コ ンセン トが正し く アース されている こ と を確認し て く だ さ い。 プ

ラ グ を アース されていない コ ンセン ト に差し込まないで く だ さ い。 詳細につ

いては、 電気技師にお問い合わせ く だ さ い。

警告 : アース用ピ ンは安全のために用意されています。 正し く アース されてい

ない コ ンセン ト を使用する と、 感電や負傷の原因と な り ます。

注 : アース された ピ ンは、 近 く にある他の電気デバイ スで生成された予期せぬ

ノ イ ズか ら保護するために提供されています。 これら の ノ イ ズは本製品のパ
フ ォ ーマ ン スの障害と な り ます。

• 本製品は、 付属の電源装置の コ ードセ ッ ト でのみ使用し て く だ さ い。 電源

コ ー ドセ ッ ト を交換する必要がある場合、 新しい電源コ ー ドが次の要件を満

た し ている こ と を確認し て く だ さ い。 デー タ ベース タ イ プ、 UL 指定 /CSA 認

定、 タ イ プ SPT-2、 定格 7A 125V 最小、 VDE 承認済みまたはその同等品、 4.6
メ ー ト ルの最大長。
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製品の修理

本製品をご自分で分解、 修理しないで く だ さ い。 カバーを開けた り取り外し た り す

る と、 危険な電圧ポイ ン ト ま たはその他の危険に さ ら される こ と があ り ます。 すべ

ての修理はエ イサー 　 サポー ト セン タ ーに依頼し て く だ さ い。

以下の場合、 コ ンセン ト か ら本製品のプ ラ グ を抜き、 エ イサー 　 サポー ト セン タ ー

に修理を依頼し て く だ さ い。

• 電源コー ド またはプ ラ グが損傷、 切断または擦り切れた

• 製品に液体が入っ た

• 製品が雨または水に さ ら された

• 製品が落下し た、 ま たはケース、 内部パーツが破損し た

• 製品のパ フ ォ ーマ ン スに著しい変化が見られる場合、 修理の必要性があ り ま

す。

• 操作指示に従っ ても製品が正常に動作しない

注 : 操作指示の対象と な っ ている調整のみ行っ て く だ さ い。 不適切な調整を行

う と、 損傷、 故障の原因と もな り、 製品を正常な状態に復元する こ と が出来な
く なる恐れがあ り ます。

警告 : 安全上の理由で、 部品を追加、 交換する際は、 純正部品以外は使用でき

ません。 その他の購入オ プシ ョ ン については、 エ イ サー 　 サポー ト セン タ ーに
お問い合わせ く だ さ い。

お使いの本製品と その付属品には小さな部品や、 精密部品が含まれています。 それ

ら の部品はお子様の手の届かない場所に保管し て く だ さ い。

安全に関する追加情報

• ラ ン プの電源がオ ン にな っ ている と き、 プ ロジ ェ ク タ のレ ンズを見つめない

で く だ さ い。 強い光で目が損傷する場合があ り ます。

• まずプ ロジ ェ ク タ、 次に接続機器の電源を オ ン に し ます

• 次の環境下に製品を設置しないで く だ さ い。

• 換気の悪い場所または密閉された場所。 壁か ら少な く と も 50cm 離し て設置し、 プ

ロジ ェ ク タ の回り に適切な空気の流れる スペース を確保する必要があ り ます。

• 窓を閉め切っ た車内など、 温度がきわめて高 く なる よ う な場所。

• 湿度の高い場所、 埃または煙草の煙の多い場所。 これらは光学コ ンポーネン ト を汚
染し て製品寿命を縮め、 画像を暗 く し ます。

• 火災警報機の近 く 。

• 周辺温度が 40 ºC /104 ºF 以上になる場所。

• 高度が 3000m 以上の高さ になる場所。

• プ ロジ ェ ク タ に何か異常が発生し た場合、 直ちに プ ラ グ を抜いて く だ さ い。

プ ロジ ェ ク タ か ら煙、 異音または異臭が出た場合、 直ちに操作を終了し て く

だ さ い。 火災または感電の原因と な り ます。 こ の場合、 直ちに プ ラ グ を抜き

エ イサー 　 サポー ト セン タ ー連絡し て く だ さ い。
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• 製品が壊れた り落と し た り し た場合、 そのま ま使い続けないで く だ さ い。 こ

の場合、 エ イサーサポー ト セン タ ー依頼し て検査を行っ て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ のレ ンズを太陽に向けないで く だ さ い。 発火する恐れがあ り ま

す。

• プ ロジ ェ ク タ の電源を オ フ にする と き、 プ ロジ ェ ク タ が冷却サイ ク ルを完了

し たのを確認し てか ら電源を切っ て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ を操作中、 急に コ ンセン ト を引き抜いた り プ ラ グ を抜いた り し

ないで く だ さ い。 ラ ン プが破損し た り、 感電またはその他の ト ラ ブルの原因

と な り ます。 最良の方法はフ ァ ンの回転が完全に停止し てか ら メ イ ンの電源

を オ フ にする こ と です。

• 空気吹き出し口の格子や底板は熱 く な っ ているため、 触らないで く だ さ い。

• エ ア フ ィ ル タ が付いている場合は、 頻繁に洗浄し て く だ さ い。 フ ィ ル タ / 通気

ス ロ ッ ト がごみや埃で詰ま る と、 内部の温度が上が り故障の原因と な り ます。

• プ ロジ ェ ク タ を操作し ている と き、 通気口の格子をのぞき込まないで く だ さ

い。 目を損傷する可能性があ り ます。

• プ ロジ ェ ク タ の電源がオ ン にな っ ている と きは必ず、 レ ンズシ ャ ッ タ ーを開

く かレ ンズキ ャ ッ プ を取り外し た状態に し て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ が操作されている と きはプ ロジ ェ ク タ のレ ンズを何かの物体で

塞がないで く だ さ い。 物体が過熱し て変形し た り、 場合によ っ ては火災の原

因と な り ます。 ラ ン プ を一時的にオ フ に し、 リ モ コ ンの HIDE( 非表示 ) を押し

ます。

• 操作中、 ラ ン プは高温にな っ ています。 交換のために ラ ン プ アセン ブ リ を取

り外す場合、 前も っ て 45 分間ほど プ ロジ ェ ク タ を冷却させて く だ さ い。

• 定め られた ラ ン プの寿命を超えて、 ラ ン プ を使用しないで く だ さ い。 まれで

すが、 破損する場合があ り ます。

• プ ロジ ェ ク タ の電源プ ラ グ をつないだま ま、 ラ ン プ アセン ブ リ や電子部品を

交換しないで く だ さ い。

• 製品はラ ン プの寿命を自動的に検出し ます。 警告メ ッ セージが表示された ら、

必ず ラ ン プ を交換し て く だ さ い。

• ラ ン プ を交換する と き、 装置を冷却し、 交換に関するすべての手順に従っ て

く だ さ い。

• ラ ン プ モジ ュ ールを交換し た後、 オ ン ス ク リ ーンデ ィ ス プ レ イ の 「投射設定」

メ ニ ュ ーか ら 「ラ ン プ使用時間リ セ ッ ト」 機能を リ セ ッ ト し て く だ さ い。

• こ のプ ロジ ェ ク タ を分解しないで く だ さ い。 内部には危険な高電圧が流れて

お り、 危害が及ぶ可能性があ り ます。 ユーザーが修理でき る部品はラ ン プの

みで、 専用の取り外し カバーが付いています。 修理は、 エ イサー 　 サポー ト

セン タ ーご依頼 く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ を垂直に立てないで く だ さ い。 プ ロジ ェ ク タ が倒れ、 負傷し た

り、 製品が損傷する原因と な り ます。

• こ のプ ロジ ェ ク タは、 天井に取り付けた場合のために倒立画像を表示する こ

と ができ ます。 プ ロジ ェ ク タ の取り付けに際し ては規定の市販天井取付キ ッ

ト のみを使用し、 し っ か り取り付け られている こ と を確認し て く だ さ い。
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ワ イヤレ ス機能を使用する場合の動作環境
( オ プシ ョ ン )

警告 : 安全上の理由で、 次の条件下で機械を使用し ている と き、 すべてのワ イ

ヤレ ス ま たは無線通信デバイ スの電源を オ フ に し て く だ さ い。 これら のデバイ

スにはワ イヤレ ス  LAN(WLAN)、 Bluetooth、 3G が含まれます。

地域で施行されている特別な規制に従い、 使用が禁止されている と き、 ま たは障害

または危険の原因と なる と きは常にデバイ スの電源をオ フ に し ます。 デバイ スは、

正常な操作位置でのみ使用し て く だ さ い。 本デバイ スは正常に使用し ている と き RF
被爆ガイ ド ラ イ ン を満た し てお り、 本デバイ ス と そのア ン テナは体か ら 1.5 cm 以

上離し て設置し て く だ さ い。 デバイ スに金属を含めず、 体か ら上で述べた距離を置

いて設置する必要があ り ます。 

デー タ フ ァ イ ルや メ ッ セージを正常に転送するには、 本デバイ スがネ ッ ト ワー ク に

高品質で接続されている必要があ り ます。 場合によ っ ては、 そのよ う な接続を使用

でき る よ う になる までデー タ フ ァ イ ルや メ ッ セージの転送が遅 く なる こ と があ り ま

す。 

転送が完了する まで、 上で述べた距離の指示に必ず従っ て く だ さ い。 

デバイ スの部品には磁気があ り ます。 金属物質がデバイ スに引き付け られ、 補聴器

を使っ ている人は補聴器を付けた耳の傍にデバイ ス を近づけないよ う に し て く だ さ

い。 ク レジ ッ ト カ ー ドやその他の磁気記憶メデ ィ ア をデバイ スの傍に設置しないで

く だ さ い。 それら のデバイ スに格納された情報が消去されます。

医療デバイ ス

ワ イヤレ ス電話を含め、 無線送信機器を操作する と不適切に保護された医療デバイ

スの機能に障害を与える こ と があ り ます。 医療デバイ スが外部の RF エネルギーか

ら適切にシール ド されているかど う かを判断する場合、 または何か質問がある場

合、 医師または医療デバイ スの製造元にお問い合わせ く だ さ い。 これら の地域で課

されている規制に指示された場合、 医療施設のデバイ スの電源をオ フ に し て く だ さ

い。 病院や医療施設は、 外部 RF 転送に敏感に反応する装置を使用し ている こ と が

あ り ます。

ペース メ ー カ ー。 ペース メ ー カ ーの製造元は、 ペース メ ー カーへの障害を避けるた

めに、 ワ イ ヤレ スデバイ ス と ペース メ ー カーの間に 15.3 cm 以上の間隔を置 く よ う

に推奨し ています。 これら の推奨は、 ワ イヤレ ス テ ク ノ ロジ リ サーチによ る独自の

研究および推奨に一致し ています。 ペース メ ー カーを付けている人は、 次を実施す

る必要があ り ます。

• デバイ スは、 ペース メ ー カ ーか ら常に 15.3 cm 以上離すよ う に し て く だ さ い。

• デバイ スのス イ ッ チ を オ ン に し ている と き、 ペース メ ー カ ーの傍にデバイ ス

を近づけないで く だ さ い。 障害の疑いがある場合、 デバイ スの電源を オ フ に

し て、 移動し て く だ さ い。
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補聴器デジ タ ルワ イヤレ スデバイ スの中には、 一部の補聴器に障害を及ぼすものが

あ り ます。 障害が発生し た場合、 サー ビ ス プ ロバイ ダ にお問い合わせ く だ さ い。

車両

RF 信号は電子噴射装置、 電子滑り止め ( ア ン チ ロ ッ ク ) ブ レーキシス テム、 電子速

度制御システム、 およびエ アバ ッ グシス テムなど、 自動車の不適切に取り付け られ

たま たは不完全にシール ド された電子シス テムに影響を与える こ と があ り ます。 詳

細については、 車両または追加された装置の製造元、 ま たはその代理店にお問い合

わせ く だ さ い。 正規の修理ス タ ッ フ のみがデバイ ス を修理し た り、 車両にデバイ ス

を取り付ける こ と ができ ます。 不完全な取り付けや修理は危険であ り、 デバイ スに

適用される保証を無効にする こ と があ り ます。 車両のすべてのワ イヤレ ス装置が正

し く取り付け られ、 動作し ている こ と を定期的にチ ェ ッ ク し て く だ さ い。 デバイ

ス、 その部品、 または付属品と同じ コ ンポーネン ト に可燃性液体、 ガス、 ま たは爆

発性物質を入れて保管し た り運んだ り しないで く だ さ い。 エ アバ ッ グ を搭載し た車

両の場合、 エ アバ ッ グが勢いよ く膨ら む こ と を忘れないで く だ さ い。 取り付けたワ

イヤレ ス装置またはポー タ ブルワ イヤレ ス装置を含め、 いかなる物体も エ アバ ッ グ

の上の領域またはエ アバ ッ ク が膨ら む場所に設置しないで く だ さ い。 車載のワ イヤ

レ ス装置が不適切に取り付け られている場合、 エ アバ ッ グが膨ら む と、 重傷を負う

こ と があ り ます。 

飛行機に乗っ ている間、 本デバイ スは絶対に使用しないで く だ さ い。 飛行機に搭乗

する前に、 デバイ スのス イ ッ チ を オ フ に し て く だ さ い。 飛行機の中でワ イヤレ スデ

バイ ス を使用する こ と は飛行機の計器に悪影響を与え、 ワ イヤレ ス電話ネ ッ ト ワー

ク を混乱させ、 違法でもあ り ます。

潜在的に爆発性の環境

潜在的に爆発性の環境にいる と きはデバイ スのス イ ッ チ を オ フ に し、 すべての記号

と指示に従っ て く だ さ い。 潜在的に爆発性の環境には、 通常車両のエ ンジン を オ フ

にする よ う に指摘される場所を含みます。 そのよ う な場所で火花が出る と爆発また

は火災の原因と な り、 負傷し た り最悪の場合死を招 く こ と があ り ます。 ガソ リ ン ス

タ ン ド のガスポン プの傍など、 燃料補給地点ではデバイ スのス イ ッ チ を オ フ に し て

く だ さ い。 燃料貯蔵庫、 倉庫、 配送エ リ ア、 化学プ ラ ン ト、 ま たは爆破作業を行っ

ている場所では、 無線機器の使用に関する制限を守っ て く だ さ い。 潜在的に爆発性

の環境のある場所は、 しばしば ( し か し常にではない ) は っ き り マー ク されている

こ と があ り ます。 これには、 船舶の主甲板の下、 化学薬品の中継施設または保管施

設、 ( プ ロパン またはブ タ ン ガスなどの ) 液化石油ガス を使用する自動車、 空気に

穀物、 粉塵または金属粉などの化学薬品または粒子を含む場所が含まれます。

聞 く 場合の注意

聴力を守るために、 以下の指示に従っ て く だ さ い。

• は っ き り と聞きやすい音量になる まで、 音量を徐々に上げて く だ さ い。

• 調整後は、 音量レベルを上げないで く だ さ い。

• 音量を高 く し た ま ま、 長時間にわた り音楽を聞かないで く だ さ い。

• 回り の騒音を遮るために、 音量を上げる こ と は避けて く だ さ い。

• 傍にいる人の話し声が聞こ えない場合は、 音量を落と し て く だ さ い。
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廃棄に関する指示

この電子デバイ ス を廃棄する と き、 ゴ ミ箱に捨てないで く だ さ い。 汚染を最小限に

抑え、 地球環境を最大限に保護するため、 リ サ イ ク ル し て く だ さ い。 電気電子機器

廃棄物リ サ イ ク ル指令 (WEEE) 規制の詳細については、 http://global.acer.com/
about/sustainability.htm に ア ク セス し て く だ さ い。

水銀に関する勧告

LCD/CRT モ ニ タ ま たはデ ィ ス プ レ イ を含むプ ロジ ェ ク タ ま たは電子製品の場合 : 

製品内の ラ ン プには水銀が含まれてお り、 国または地方自治体の法に従っ て リ サ イ

ク ルまたは廃棄する必要があ り ます。 詳細については、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス産業協議

会 www.eiae.org までお問い合わせ く だ さ い。 ラ ン プ固有の廃棄情報については、

www.lamprecycle.org を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。
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重要事項の確認

使用に関する注意
推奨事項 :

• ク リ ー ニ ン グする前に製品の電源を オ フ にする。

• 中性洗剤で軽 く湿らせた柔ら かい布を使用し て、 本体外面を ク リ ーニ ン グす

る。

• 製品を長期間使用しない場合、 AC コ ンセン ト か ら電源プ ラ グ を抜 く 。

禁止事項 :

• 通気用に設け られた装置のス ロ ッ ト と開口部を塞ぐ。

• 研磨剤入り洗剤、 ワ ッ ク ス ま たは溶剤を使用し て装置を洗浄する。

• 次の状況下で使用する。

• 極端な高温、 低温または湿度環境。

• 過度の埃やごみの出やすい地域。

• 強い磁場を生成する機器の近 く 。

• 直射日光に さ ら される場所。

注意事項
装置の寿命を最大限に延ばすために、 こ のユーザーズガ イ ドのすべての警告、 注意

事項および メ ン テナ ン スに従っ て く だ さ い。

警告 :

• ラ ン プの電源がオ ン にな っ ている と き、 プ ロジ ェ ク タ のレ ンズを見つめないで く だ さ い。
強い光で目が損傷する場合があ り ます。

• 火災や感電の原因と なる ため、 こ の製品を雨や湿気に さ ら さないで く だ さ い。

• 感電の原因と なる ため、 製品を開けた り分解しないで く だ さ い。

• ラ ン プ を交換する と き、 装置を冷却し、 交換に関するすべての手順に従っ て く だ さ い。

• こ の製品はラ ン プの寿命を自動的に検出し ます。 警告メ ッ セージが表示された ら、 必ず
ラ ン プ を交換し て く だ さ い。

• ラ ン プ モジ ュ ールを交換し た後、 オ ン ス ク リ ー ンデ ィ ス プ レ イ の 「投射設定」 メ ニ ュ ー
か ら 「ラ ン プ使用時間リ セ ッ ト」 機能を リ セ ッ ト し て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ の電源を オ フ にする と き、 プ ロジ ェ ク タ が冷却サイ ク ルを完了し たのを確
認し てか ら電源を切断し て く だ さ い。

• まずプ ロジ ェ ク タ、 次に信号ソースの電源を オ ン に し ます。

• プ ロジ ェ ク タ を操作中はレ ンズキ ャ ッ プ を使用しないで く だ さ い。

• ラ ン プが製品の寿命に達する と、 焼け切れてぽん と い う大きな音が出ます。 その場合、
ラ ン プ モジ ュ ールを交換する までプ ロジ ェ ク タはオ ン にな り ません。 ラ ン プの交換は、
「ラ ン プ を交換する」 の下に一覧表示された手順に従っ て く だ さ い。
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はじめに

製品の機能

この製品はシン グルチ ッ プ DLP® プ ロジ ェ ク タ です。 優れた機能には、 以下が含ま

れます。

• DLP® テ ク ノ ロジ

• X1130: ネーテ ィ ブ 800 x 600 SVGA 解像度

X1230/X1230S: ネーテ ィ ブ 1024 x 768 XGA 解像度 
サポー ト される 4:3 / 16:9 縦横比

• Acer ColorBoost テ ク ノ ロジでは、 自然の ト ゥ ルー カ ラ ーを提供し て鮮明で、

実物そ っ く り の画像を生成し ます

• 高い輝度および コ ン ト ラ ス ト比

• 多目的表示モー ド ( 明る さ、 標準、 ビ デオ、 ブ ラ ッ ク ボー ド、 ユーザー 1、
ユーザー 2) によ り、 どんな状況下でも最適のパ フ ォ ーマ ン ス を発揮

• NTSC / PAL / SECAM 互換と HDTV (720p、 1080i) のサポー ト

• 低い消費電力と エ コ (ECO) モー ドで、 ラ ン プの寿命を伸ばし ています

• Acer EcoProjeciton Technology では、 イ ン テ リ ジ ェ ン トな電源管理ア プ ロー  
チ と物的効率の向上を提供し ます。

• エ ンパワーキーに よ り、 Acer Empowering Technology ユーテ ィ リ テ ィ

(Acer eView、 eTimer、 ePower Management) が呼び出され、 設定を簡単に

調整可能

• 拡張デジ タ ルキース ト ーン補正で、 最適のプ レゼン テーシ ョ ン を実現

• 多言語オ ン ス ク リ ーンデ ィ ス プ レ イ (OSD) メ ニ ュ ー

• 全機能リ モ コ ン

• X1130/X1230: 手動フ ォ ー カ ス プ ロジ ェ ク シ ョ ン レ ンズで最大 1.1X までズー

ム

• 2X デジ タ ルズーム と パン モー ド機能

• Microsoft® Windows®  2000, XP, Vista® OS 準拠
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パ ッ ケージの概要
プ ロジ ェ ク タ には、 以下に表示する ア イ テムが付属し ています。 装置に付属品が  
揃っ ている こ と を確認し ます。 付属品が足り ない場合、 直ちに販売店にご連絡 く だ  
さ い。

プ ロジ ェ ク タ ( レ ンズキ ャ ッ

プ付き )
電源コー ド VGA ケーブル

コ ンポジ ッ ト ビ デオケーブル セキ ュ リ テ ィ カ ー ド ユーザーズガ イ ド  (CD-ROM)

リ モ コ ン ク イ ッ ク ス タ ー ト ガ イ ド 電池 x 2

キ ャ リ ーケース

1 2 3

4 5 6

7 8 9 0

Acer Projector 

Quick Start Guide
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プ ロジ ェ ク タ の概要

プ ロジ ェ ク タ の外観

前面 / 上部

裏面

# 説明 # 説明

1 電源キー と電源イ ンジケー タ LED 5 コ ン ト ロ ールパネル

2 投射方式レ ンズ  6 ズーム リ ン グ

3 エ レベー タ ボ タ ン 7 フ ォ ー カ ス リ ン グ

4 レ ンズキ ャ ッ プ 8 リ モ コ ン レシーバー

# 説明 # 説明

1 RS232 コ ネ ク タ 6 オーデ ィ オ入力コ ネ ク タ

2 モ ニ タ ループ スルー出力コ ネ ク タ 7 オーデ ィ オ出力コ ネ ク タ

3 PC アナ ロ グ信号 /HDTV/ コ ンポーネ

ン ト ビ デオ入力コ ネ ク タ  

8 電源ソケ ッ ト

4 コ ンポジ ッ ト ビ デオ入力コ ネ ク タ 9 KensingtonTM ロ ッ ク ポー ト

5 S ビ デオ入力コ ネ ク タ 10 傾き調整ホイール

1

4

3

2

6

7

5

8

9

1 2 3 4 5 6 7

8 10

(X1230/X1230S)
1 3 4 5

8 109

(X1130)
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コ ン ト ロールパネル

# 機能 説明

1 LAMP ( ラ ン プ ) ラ ン プ イ ンジケー タ LED

2 IR リ モ コ ン レシーバー

3 Keystone ( キース ト ーン ) プ ロジ ェ ク タ を傾けた こ と に よ り引き起こ さ

れた イ メ ージの歪みを調整し ます （± 40
度）。

4 電源キー と電源イ ンジケー タ
LED

" プ ロジ ェ ク タ のオ ン / オ フ を切り換える "
セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。

5 MENU ( メ ニ ュ ー ) • 「メ ニ ュ ー」 を押す と オ ン ス ク リ ーン

デ ィ ス プ レ イ  (OSD) メ ニ ュ ーを起動し

た り、 OSD メ ニ ュ ー操作の前のス テ ッ

プ に戻っ た り、 OSD メ ニ ュ ーを終了し

た り でき ます。

• ア イ テムの選択を確認し て く だ さ い。

6 RESYNC ( 再同期 ) プ ロジ ェ ク タ を入力ソースに自動的に同期化

し ます。

7 TEMP ( 温度 ) 温度イ ンジケー タ LED

8 エ ンパワーキー Acer 固有の機能 : eView、 eTimer、 ePower 
Management。

9 4 つの方向選択キー ア イ テムを選択するか、 選択に合わせて調整

し ます。

10 SOURCE ( ソース ) 「ソース」 を押し て RGB、 コ ンポーネン ト、 S 
ビ デ  オ、 コ ンポジ ッ ト、 HDTV および

HDMITM ソース  を選択し ます。

IR
LAMP TEMP

1 7

83

3

5
6 10

94

2
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リ モ コ ン レ イ ア ウ ト

# 機能 説明

1 POWER ( 電源 ) " プ ロジ ェ ク タ のオ ン / オ フ を切り換える " セ ク シ ョ ン

を参照し て く だ さ い。

2 ASPECT RATIO
( 縦横比 )

目的の縦横比を選択し ます ( 自動 /4:3/16:9)。

3 ZOOM ( ズーム ) プ ロジ ェ ク タ のデ ィ ス プ レ イのズーム イ ン / ズームア ウ

ト を切り換えます。

4 RESYNC ( 再同期 ) プ ロジ ェ ク タ を入力ソースに自動的に同期化し ます。

5 キース ト ーン プ ロジ ェ ク タ を傾けた こ と に よ り引き起こ された イ メ ー

ジの歪みを調整し ます （± 40 度）。

4 つの方向

選択キー

ア イ テムを選択するか、 選択に合わせて調整し ます。

6 キーパ ッ ド  0~9 「0~9」 を押し て 「セキ ュ リ テ ィ > 設定」 にパス ワー ド

を入力し ます。

7 VGA ソース を VGA に変更し ます。 こ の コ ネ ク タはアナ ロ グ

RGB、 YPbPr (480p/576p/720p/1080i)、 YCbCr (480i/
576i)、 をサポー ト し ます。

1 2 3

4 5 6

7 8 9 0
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 8 COMPONENT
( コ ンポーネン ト )

ソース を コ ンポジ ッ ト ビ デオに変更し ます。 こ の コ ネ ク

タは YPbPr (480p/576p/720p/1080i) と YCbCr (480i/
576i) をサポー ト し ます。

9 S_VIDEO
(S ビ デオ )

ソース を S ビ デオに変更し ます。

10 HDMITM ソース を HDMI に変更し ます。 (HDMI コ ネ ク タ の搭載

された  モデル用 )

11 赤外線送信機 プ ロジ ェ ク タ に信号を送信し ます

12 エ ンパワーキー Acer 固有の機能 : eView、 eTimer、 ePower 
Management。

13 FREEZE
( フ リ ーズ )

ス ク リ ーン イ メ ージを一時停止し ます。

14 HIDE ( 非表示 ) ビ デオ を ち ょ っ と の間オ フ に し ます。 「非表示 」 を押す

と画像は非表示にな り、 も う一度押す と表示されます。

15 SOURCE ( ソース ) 「ソ ース」 を押し て RGB、 コ ンポーネン ト、 S ビ デ  オ、

コ ンポジ ッ ト、 HDTV および HDMITM ソース  を選択し

ます。

16 MENU ( メ ニ ュ ー ) • 「メ ニ ュ ー」 を押す と オ ン ス ク リ ーンデ ィ ス プ レ イ  
(OSD) メ ニ ュ ーを起動し た り、 OSD メ ニ ュ ー操作

の前のステ ッ プ に戻っ た り、 OSD メ ニ ュ ーを終了

し た り でき ます。

• ア イ テムの選択を確認し て く だ さ い。

17 VOL UP/VOL DN 音量の増減を切り替えます。

18 VIDEO ( ビ デオ ) ソース を コ ンポジ ッ ト ビ デオに変更し ます。

19 MUTE ( 消音 ) 音量のオ ン / オ フ を切り換え ます。

20 WIRELESS
( ワ イヤレ ス )

「ワ イ ヤレ ス」 を押す と、 「Acer eProjection 管理」 を通

し て PC か ら プ ロジ ェ ク タ までワ イ ヤレ スで送信される

画像を表示し ます。 ( ワ イヤレ ス モデル用 )

# 機能 説明
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使用の手引き

プ ロジ ェ ク タ を接続する

注 : プ ロジ ェ ク タ が コ ン ピ ュ ー タ で正常に作動する よ う に、 デ ィ ス プ

レ イ モー ドの タ イ ミ ン グがプ ロジ ェ ク タ に対応し ている こ と を確認

し て く だ さ い。

# 説明 # 説明

1 電源コー ド 5 オーデ ィ オケーブル

2 VGA ケーブル 6 S ビ デオケーブル

3 VGA 対コ ンポーネン ト ビ デオ /HDTV ア

ダ プ タ

7 RS232 ケーブル

4 コ ンポジ ッ ト ビ デオ ケーブル

R B G

Y

Y

HDTV adapter

R

W

RW

R
S
2
3
2

D-Sub

D-Sub

D-Sub

D-Sub

3

2

5

5

5

7

2

4 6

1

DVD プ レーヤー、 セ ッ

ト ト ッ プボ ッ ク ス、
HDTV レシーバー

VGA

RS232

S ビ デオ出力

ス ピー カ ー

ビ デオ出力

画面
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プ ロジ ェ ク タ のオ ン / オ フ を切り換える

プ ロジ ェ ク タ を オ ン にする

1 レ ンズキ ャ ッ プ を取り外し ます。

2 電源コ ー ド と信号ケーブルがし っ か り接続されている こ と を確認し ます。 
電源イ ンジケー タ LED が赤 く 点滅し ます。

3 コ ン ト ロ ールパネルま たは リ モ コ ンの ( 電源 ) を押し て プ ロジ ェ ク タ
の電源を オ ン にする と、 電源イ ンジケー タ LED が青 く変わ り ます。

4 ソース ( コ ン ピ ュ ー タ、 ノ ー ト PC、 ビ デオ プ レーヤーなど ) の電源を オ
ン に し ます。 プ ロジ ェ ク タはソース を自動的に検出し ます。

• 画面が 「ロ ッ ク」 と 「ソース」 ア イ コ ン を表示する場合、 プ ロジ ェ ク タ

が特定ソース タ イ プで ロ ッ ク され、 その タ イ プの入力信号が検出されな

い こ と を意味し ます。

• 画面に 「信号なし」 が表示される場合、 信号ケーブルがし っ か り接続さ

れている こ と を確認し て く だ さ い。

• 複数のソースに同時に接続する場合、 コ ン ト ロ ールパネルまたは リ モ コ

ンの 「ソース」、 ま たは リ モ コ ンの直接ソースキーを使用し て入力を切り

換えます。

IR
LAMP TEMP2&3

1
レ ンズキ ャ ッ プ
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プ ロジ ェ ク タ を オ フ にする

1 プ ロジ ェ ク タ の電源を オ フ にするには、 ( 電源 ) を 2 度押し ます。 以下
の メ ッ セージは、 10 秒間オ ン ス ク リ ー ン に表示されます。

「電源ボ タ ン を も う一度押し て遮断プ ロセス を完了し て く だ さ い。」

2 電源をオ フ にする と直ちに、 電源イ ンジケー タ LED が赤 く 点滅し、 フ ァ
ンが約 120 秒間作動を続けます。 これに よ り、 シス テムは正し く 冷却さ
れます。

3 シス テムが冷却を終了する と、 電源イ ンジケー タ LED が赤 く点灯し ます
が、 これはプ ロジ ェ ク タ がス タ ンバイ モー ド に入っ た こ と を意味し ます。

4 これで、 電源コ ー ド を安全に抜 く こ と ができ る よ う にな り ま し た。

警告 : 電源がオ フ にな っ て も、 す ぐ に プ ロジ ェ ク タ の電源を オ ンに し

ないで く だ さ い。

注 : プ ロジ ェ ク タ の電源を再びオ ン にするには、 少な く と も 60 秒

待っ てか ら 「電源」 ボ タ ン を押し て プ ロジ ェ ク タ を再起動する必要

があ り ます。

警告イ ンジケー タ :

• プ ロジ ェ ク タ が自動的に停止し LAMP( ラ ン プ ) イ ンジケー タ が赤 く点灯

し た場合、 最寄り の販売店またはサー ビ スセン タ ーにご連絡 く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ が自動的に停止し TEMP( 温度 ) イ ンジケー タ が赤 く点灯し

た場合、 プ ロジ ェ ク タ が過熱し ている こ と を示し ています。 こ の状態に

なる前に、 以下の メ ッ セージがオ ン ス ク リ ーン に表示されます。

「プ ロジ ェ ク タ が過熱し ています。 ラ ン プは間もな く 自動的にオ フ にな り

ます」。

• TEMP( 温度 ) イ ンジケー タ が赤 く点灯し以下の メ ッ セージがオ ン ス ク

リ ーン に表示された場合、 最寄り の販売店またはサー ビ スセン タ ーにご

連絡し て く だ さ い。

「フ ァ ンが故障し ています。 ラ ン プは間もな く 自動的にオ フ にな り ます」。
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投影された画像を調整する

投影された画像の高さ を調整する

プ ロジ ェ ク タ には、 画像の高さ を調整するためのエ レベー タ フ ッ ト が装備されてい

ます。

画像を高 く するには :

1 エ レベー タ フ ッ ト リ リ ース を押し ます。

2 画像を目的の高さ の角度に引き上げ、 ボ タ ン を放し てエ レベー タ フ ッ ト
を所定の位置に合わせます。

3 傾き調整ホイールを使用し て、 デ ィ ス プ レ イ の角度を微調整し ます。

画像を低 く するには :

1 エ レベー タ フ ッ ト リ リ ース を押し ます。

2 画像を目的の高さ の角度に引き下げ、 ボ タ ン を放し てエ レベー タ フ ッ ト
を所定の位置に合わせます。

3 傾き調整ホイールを使用し て、 デ ィ ス プ レ イ の角度を微調整し ます。

1

23
傾き調整ホイール エ レベー タ フ ッ ト

エ レベー タ
ボ タ ン
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画像サイズ と距離を最適化する方法

プ ロジ ェ ク タ を画面か ら目的の距離に設置し た ら、 以下の表を参考に し て得られる

最適の画像サイズを見つけて く だ さ い。

• X1130/X1230
プ ロジ ェ ク タ が画面か ら 3m 離れている場合、 72" ～ 79" のサイ ズの画像で優れた

画像品質が得られます。

注 : 以下の図で示すよ う に、 3 m の距離では 132 cm の高さ のスペー

スが必要です。

目的の
距離 (m)

< A >

最小画面サイズ ( 最小ズーム ) 最大画面サイズ ( 最大ズーム )

対角 ( イ

ン チ )
< B >

幅 (cm) x 高さ
(cm)

台か ら画像の
上部まで

(cm)
< C >

対角 ( イ

ン チ )
< B >

幅 (cm) x 高さ
(cm)

台か ら画像の
上部まで

(cm)
< C >

1 24 49 x 37 40 26 54 x 40 44

2 48 98 x 74 80 53 108 x 81 89

2.5 60 123 x 92 101 66 134 x 101 111

3 72 147 x 110 121 79 161 x 121 132

3.5 84 172 x 129 141 93 188 x 141 156

4 96 196 x 147 161 106 215 x 161 178

4.5 108 221 x 165 181 119 242 x 181 199

5 120 245 x 184 201 132 269 x 202 221

6 144 294 x 221 241 159 323 x 242 267

7 168 343 x 257 282 185 376 x 282 310

8 192 392 x 294 322 212 430 x 323 355

9 216 441 x 331 362 238 484 x 363 399

10 241 490 x 368 404 265 538 x 403 444

ズーム比 : 1.1 x

C

A

B

3 m
望ま しい距離

高さ :
121 cm

高さ :
132 cm
台か ら画
像の上部
まで

最大ス ク リ ー ンサ イ ズ
最小ス ク リ ー ンサ イ
ズ

72"

79"
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• X1230S
プ ロジ ェ ク タ が画面か ら 3m 離れている場合、 164" のサイズの画像で優れた画像

品質が得られます。

注 : 以下の図で示すよ う に、 3 m の距離では 275 cm の高さ のスペー

スが必要です。

目的の
距離 (m)

< A >

最小画面サイズ ( 最小ズーム )

対角 ( イ

ン チ )
< B >

幅 (cm) x 高さ
(cm)

台か ら画像の
上部まで

(cm)
< C >

1 55 111 x 83 92

2 109 222 x 167 183

2.5 137 278 x 208 229

3 164 333 x 250 275

3.5 191 389 x 292 321

4 219 444 x 333 367

4.5 246 500 x 375 413

5 273 556 x 417 458

6 328 667 x 500 550

7 383 778 x 583 642

8 437 889 x 667 733

9 492 1000 x 750 825

10 547 1111 x 833 917

ズーム比 : 1.0 x

C

A

B

3 m
望ま しい距離

高さ :
275 cm
台か ら画像
の上部まで

164"
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距離と ズームを調整してお好みの画像を表示する方法

以下の表には、 位置またはズーム リ ン グ を調整し て目的の画像サイズを表示する方

法が示されています。

• X1130/X1230
50" の画像サイズを表示するには、 プ ロジ ェ ク タ を ス ク リ ーンか ら 1.9 m ～ 2.1 m
の距離にセ ッ ト し、 それに従っ てズームレベルを調整し ます。

目的の画像サイズ 距離 (m) 上部 (cm)

対角 ( イ ン チ )
< A > 幅 (cm) x 高さ (cm) 最大ズーム

< B >
最小ズーム

< C >
台か ら画像の上部まで   < 

D >

30 61 x 46 1.1 1.2 50

40 81 x 61 1.5 1.7 67

50 102 x 76 1.9 2.1 84

60 122 x 91 2.3 2.5 101

70 142 x 107 2.6 2.9 117

80 163 x 122 3.0 3.3 134

90 183 x 137 3.4 3.7 151

100 203 x 152 3.8 4.2 168

120 244 x 183 4.5 5.0 201

150 305 x 229 5.7 6.2 251

180 366 x 274 6.8 7.5 302

200 406 x 305 7.6 8.3 335

250 508 x 381 9.4 10.4 419

300 610 x 457 11.3 503

ズーム比 : 1.1 x

D

B

C

A

望ま しい距離

高さ :
84 cm
台か ら画像
の上部まで

50"
望ま しい画像サイ
ズ

2.1 m

1.9 m
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• X1230S
50" のイ メ ージサ イズを表示するには、 プ ロジ ェ ク タ を画面か ら 0.9 m の距離に

セ ッ ト し、 それに従っ てズームレベルを調整し ます。

目的の画像サイズ 距離 (m) 上部 (cm)

対角 ( イ ン チ )
< A > 幅 (cm) x 高さ (cm) 最大ズーム

< B >
最小ズーム

< C >
台か ら画像の上部まで   < 

D >

30 61 x 46 0.5 0.5 50

40 81 x 61 0.7 0.7 67

50 102 x 76 0.9 0.9 84

60 122 x 91 1.1 1.1 101

70 142 x 107 1.3 1.3 117

80 163 x 122 1.5 1.5 134

90 183 x 137 1.6 1.6 151

100 203 x 152 1.8 1.8 168

120 244 x 183 2.2 2.2 201

150 305 x 229 2.7 2.7 251

180 366 x 274 3.3 3.3 302

200 406 x 305 3.7 3.7 335

250 508 x 381 4.6 4.6 419

300 610 x 457 5.5 503

ズーム比 : 1.0 x

D

B&C

A

望ま しい距離

高さ :
84 cm
台か ら画像
の上部まで

50"
望ま しい画像サ
イズ

0.9 m
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ユーザー コ ン ト ロール

イ ン ス ト ール メ ニ ュ ー

イ ン ス ト ール メ ニ ュ ーには、 プ ロジ ェ ク タ の取り付けや保守に関するオ ン ス
ク リ ー ンデ ィ ス プ レ イ (OSD) があ り ます。 OSD メ ッ セージは、 「信号入力があ

り ません」 と い う メ ッ セージが画面に表示されている と きのみお使い く だ さ
い。

1 コ ン ト ロ ールパネルま たは リ モ コ ンの   ( 電源 ) を押し て、 プ ロジ ェ ク

タ の電源を オ ン に し ます。

2 コ ン ト ロ ールパネルま たは リ モ コ ンの 「メ ニ ュ ー」 ボ タ ン を押し て OSD
を起動し、 プ ロジ ェ ク タ の イ ン ス ト ールや保守を行います。

3 背景のパ タ ーンはガ イ ド と し て作動し、 画面サ イズや距離、 フ ォ ー カ ス
などの構成や位置合わせ設定を調整し ます。

4 イ ン ス ト ール メ ニ ュ ーには、 次のオ プシ ョ ンが含まれます。

•  映写方法

•  メ ニ ュ ー位置

•  キース ト ーン設定

•  言語設定

•  工場出荷時機能への リ セ ッ ト

上下矢印キーを使用し てオ プシ ョ ン を選択し、 左右矢印キーを使用し て選択し たオ プ
シ ョ ン設定を調整し、 右矢印キーを使用し てサブ メ ニ ュ ーには入り機能を設定し ます。
新しい設定はメ ニ ュ ーを終了する と き に、 自動的に保存されます。

5 いつでも 「メ ニ ュ ー」 ボ タ ン を押す と メ ニ ュ ーを終了し、 Acer のよ う こ

そ画面に戻り ます。

 

 

 



16

日
本

語

Acer Empowering Technology

エ ンパワー キー Acer Empowering Key には、 「Acer 
eView Management」、 「Acer eTimer 
Management」、 「Acer ePower 
Management」 の Acer 固有の 3 つの機

能が組み込まれています。 1 秒以上 「 」

を押す と、 オ ン ス ク リ ーン画面の メ イ ン

メ ニ ュ ーが起動し、 その機能を変更でき

ます。

Acer eView Management 「 」 を押し て 「Acer eView 
Management」 を起動し ます。

「Acer eView Management」 は、 画面

モード を選択するためのものです。 詳細

は、 「オ ン ス ク リ ーン画面 (OSD) メ

ニ ュ ー」 セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。

Acer eTimer Management 「 」 を押し て 「Acer eTimer 
Management」 を起動し ます。

「Acer eTimer Management」 では、 プ レ

ゼン テーシ ョ ン時間制御用に催促機能を

用意し ています。 詳細は、 「オ ン ス ク リ ー

ン画面 (OSD) メ ニ ュ ー」 セ ク シ ョ ン を参

照し て く だ さ い。

Acer ePower Management 「 」 を押し て 「Acer ePower 
Management」 を起動し ます。

「Acer ePower Management」 には、 ラ

ン プ と プ ロジ ェ ク タ の寿命を節約するた

めのシ ョ ー ト カ ッ ト が 1 つ付いています。 
詳細は、 「オ ン ス ク リ ーン画面 (OSD) メ

ニ ュ ー」 セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。
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オ ン ス ク リ ーン画面 (OSD) メ ニ ュ ー

プ ロジ ェ ク タ にはマルチ リ ン ガルオ ン ス ク リ ー ン画面 (OSD) メ ニ ュ ーが装備

されているため、 イ メ ージを調整し、 さ ま ざ まな設定を変更する こ と ができ
ます。

OSD メ ニ ュ ーを使用する

• OSD メ ニ ュ ーを開 く には、 コ ン ト ロ ールパネルま たは リ モ コ ンで

「MENU ( メ ニ ュ ー )」 を押し ます。

• OSD が表示されている と き、 を使用し て メ イ ン メ ニ ュ ーのア イ テムを

選択し ます。 目的の メ イ ン メ ニ ュ ーア イ テムを選択し た後、 を押し て機能

設定用のサブ メ ニ ュ ーに入り ます。

• を使用し て目的のア イ テムを選択し、 を使用し て設定を調整し

ます。

• サブ メ ニ ュ ーで調整する次のア イ テムを選択し、 上で説明し た よ う に調整し

ます。

• コ ン ト ロ ールパネルまたは リ モ コ ンの 「MENU ( メ ニ ュ ー )」 を押す と、 画面

はメ イ ン メ ニ ュ ーに戻り ます。

• OSD メ ニ ュ ーを閉じ るには、 コ ン ト ロ ールパネルまたは リ モ コ ンで

「MENU ( メ ニ ュ ー )」 を再び押し ます。 OSD メ ニ ュ ーが閉じ、 プ ロジ ェ ク タは

新しい設定を自動的に保存し ます。

メ イ ン メ
ニ ュ ー

サブ メ
ニ ュ ー

設定
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色

画面モード

さ ま ざ まな タ イ プの イ メ ージに対し て最適化された、 多 く の

工場プ リ セ ッ ト があ り ます。

• 明る さ : 輝度の最適化用。

• 標準 : 共通環境用。

• ビ デオ : 明るい環境でビデオ を再生するため、

• ブ ラ ッ ク ボー ド : ブ ラ ッ ク ボー ド モー ドでは、 暗い表面

に投射する と き表示された色を強化でき ます。

• ユーザー 1: ユーザーの設定を記憶し ます。

• ユーザー  2: ユーザーの設定を記憶し ます。

輝度

イ メ ージの輝度を調整し ます。

• を押す と イ メ ージは暗 く な り ます。

• を押す と イ メ ージは明る く な り ます。

コ ン ト ラ ス ト

「コ ン ト ラ ス ト」 は、 映像のも っ と も明るい部分と も っ と も

暗い部分の相違の程度を制御し ます。 コ ン ト ラ ス ト を調整す

る と、 イ メ ージの黒と白の量が変更されます。

• を押す と コ ン ト ラ ス トが下が り ます。

• を押す と コ ン ト ラ ス トが上が り ます。

色温度
色温度を調整し ます。 色温度を高 く する と、 画面は冷た く見

え ます。 色温度を低 く する と、 画面は温か く見えます。

ガ ン マ補正
暗いシーン を表現し ます。 ガン マ値を大き く する と、 暗い

シーンが明る く な り ます。

赤 赤い色を調整し ます。

緑 緑の色を調整し ます。

青 青い色を調整し ます。
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注 : 「彩度」 と 「色彩」 は、 コ ン ピ ュ ー タ モー ドの下ではサポー ト されていま

せん。

イ メ ージ

彩度

ビデオ イ メ ージを白黒か ら完全な飽和色まで調整し ます。

• を押す と イ メ ージの色の量が減少し ます。

• を押す と イ メ ージの色の量が増加し ます。

色彩

赤と緑の色バラ ン ス を調整し ます。

• を押す と イ メ ージの緑の量が増加し ます。

• を押す と イ メ ージの赤の量が増加し ます。

投射方式
フ ロ ン ト デス ク ト ッ プ

• 工場出荷時の設定です。

フ ロ ン ト シー リ ン グ

• こ の機能を選択する と、 プ ロジ ェ ク タ は天井か ら の投影に

対し て イ メ ージを転倒し ます。

背面デス ク ト ッ プ

• こ の機能を選択する と、 半透明画面の後ろか ら投射でき る

よ う に、 プ ロジ ェ ク タはイ メ ージを反転し ます。

背面シー リ ン グ

• こ の機能を選択する と、 プ ロジ ェ ク タ はイ メ ージの反転と

転倒を同時に行います。 天井か ら の投影で半透明画面の後

ろか ら投影する こ と ができ ます。
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注 : 「水平位置」、 「垂直位置」、 「周波数」 および 「ト ラ ッ キ ン グ」 機能はビデ

オ モー ドではサポー ト されていません。

注 : 「鮮明度」 機能は、 コ ン ピ ュ ー タ モー ドではサポー ト されていません。

ア スペ ク ト比

こ の機能を使用し て、 目的のア スペ ク ト比を選択し ます。

• 自動 : イ メ ージを元の幅と高さ比を保ちなが ら、 イ メ ージ

がネーテ ィ ブの水平または垂直画素に フ ィ ッ トする よ う に

最大化し ます。

• 4:3: イ メ ージは画面に フ ィ ッ トする よ う に拡大縮小され、

4:3 比を使用し て表示されます。

• 16:9: イ メ ージは画面に フ ィ ッ トする よ う に拡大縮小され、

16:9 比を使用し て表示されます。

自動歪み補正
プ ロジ ェ ク タ を傾けた こ と に よ り引き起こ された イ メ ージの歪

みを自動的に調整し ます （± 40 度）。

手動歪み補正

プ ロジ ェ ク タ を傾けた こ と に よ り引き起こ された イ メ ージの歪

みを手動的に調整し ます （± 40 度）。

鮮明度

イ メ ージの鮮明度を調整し ます。

• を押す と鮮明度が下が り ます。

• を押す と鮮明度が上が り ます。

水平位置
• を押す と イ メ ージは左に移動し ます。

• を押す と イ メ ージは右に移動し ます。

垂直位置
• を押す と イ メ ージは下に移動し ます。

• を押す と イ メ ージは上に移動し ます。

周波数

「周波数」 は、 コ ン ピ ュ ー タ のグ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ドの周波数に

一致する よ う に、 プ ロジ ェ ク タ の リ フ レ ッ シ ュ速度を変更し ま

す。 投射された イ メ ージに垂直のバーがち ら ついて表示される場

合、 こ の機能を使用し てち ら つ き を補正し て く だ さ い。

ト ラ ッ キ ン グ

グ ラ フ ィ ッ ク カ ー ドで画面の信号タ イ ミ ン グ を同期化し ます。 イ
メ ージが不安定だ っ た り ち ら つ く 場合、 こ の機能を使用し て補

正し て く だ さ い。
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設定

メ ニ ュ ー位置 表示画面の OSD メ ニ ュ ーの位置を選択し ます。

ソース ロ ッ ク

こ の機能がオ フ にな っ ている と き、 現在の入力信号が失われる

と プ ロジ ェ ク タは他の信号を検索し ます。 こ の機能がオ ン にな っ

ている と き、 次のチ ャ ンネルに対し て コ ン ト ロ ールパネルま た

は リ モ コ ンの 「ソース」 を押すまで、 現在のソースチ ャ ンネル

はロ ッ ク されます。

ク ロ ーズ ドキ ャ

プシ ョ ン

ク ロ ーズ ドキ ャ プシ ョ ン有効

「オ ン」 を選択する と、 選択し た入力信号が ク ローズ ドキ ャ プ

シ ョ ン を伝達する と き に機能が有効にな り ます。

• 字幕 : テ レ ビ番組の会話、 ナレーシ ョ ン、 およびサウ ン ド

効果および字幕の付いた ビ デオ （テ レ ビ の番組欄には通常

「CC」 と し て マー ク されます）。

画面のア スペ ク ト比を 4:3 に設定し ます。 ア スペ ク ト比が

「16:9」 ま たは 「自動」 の と き、 きの機能は使用でき ませ

ん。

コ ンポジ ッ ト ビ デオ ま たは S ビ デオ入力信号が選択され

てお り、 こ のシス テム形式が NTSC の と きのみ、 こ の機能

が使用でき ます。

キ ャ プシ ョ ンバージ ョ ン

優先する ク ローズ ドキ ャ プシ ョ ン モー ド を選択し ます。 字幕を表

示するには、 CC1、 CC2、 CC3 ま たは CC4 （CC1 はお住まいの地

域の一次言語で字幕を表示し ます） を選択し ます。
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セキ ュ リ テ ィ

セキ ュ リ テ ィ

こ のプ ロジ ェ ク タ には、 管理者がプ ロジ ェ ク タ の使用を管理す

るために役に立つセキ ュ リ テ ィ機能が用意されています。

を押す と 「セキ ュ リ テ ィ 」 設定が変わ り ます。 セキ ュ リ テ ィ

機能が有効にな っ ている場合、 セキ ュ リ テ ィ設定を変更する前

に、 まず 「管理者パス ワー ド」 を入力する必要があ り ます。

• 「オ ン」 を選択する と、 セキ ュ リ テ ィ機能が有効にな り ま

す。 「セキ ュ リ テ ィ モー ド」 に応じ てパス ワー ド を入力す

る必要があ り ます。 詳細については、 「ユーザーパス ワー

ド」 セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。

• 「オ フ」 が選択されている場合、 パス ワー ドなし に プ ロジ ェ

ク タ のス イ ッ チ を オ ン にでき ます。

タ イ ムア ウ ト ( 分 )
「セキ ュ リ テ ィ 」 が 「オ ン」 に設定された ら、 タ イ ムア ウ ト機能

を設定でき ます。

• を押し て タ イ ムア ウ ト持続時間を選択し ます。

• 範囲は 10 分か ら 990 分までです。

• 設定時間が経過する と、 パス ワー ドの再入力が求め られま

す。

• 「タ イ ムア ウ ト ( 分 )」 の工場出荷時設定は 「オ フ」 です。

• セキ ュ リ テ ィ機能が有効にな っ ている と き に、 プ ロジ ェ ク

タ の電源をオ ン にする と、 パス ワー ドの入力が求め られま

す。 「ユーザーパス ワー ド」 も 「管理者パス ワード」 も こ

の ダ イ ア ロ グ  を受け入れる こ と ができ ます。

ユーザーパス ワー ド

• を押し て 「ユーザーパス ワー ド」 をセ ッ ト ア ッ プ ま た

は変更し ます。

• リ モ コ ンの数値キーを使用し てパス ワー ド を設定し、 「メ

ニ ュ ー」 ボ タ ン を押し ます。

• 数字を削除するには、 を押し ます。

• 「パス ワー ドの確認」 が表示された ら、 パス ワー ド を再入力

し ます。

• パス ワー ドは 4 ～ 8 の間の長さ にする必要があ り ます。

• 「電源コ ー ド を差し込んだ後でのみパス ワー ド を要求する」

を選択する と、 電源コ ード を差し込むたびにパス ワー ドの

入力が求め られます。

• 「プ ロジ ェ ク タ がオ ン にな っ ている間常にパス ワー ド を要求

する」 を選択する と、 プ ロジ ェ ク タ の電源を オ ン にするた

びにパス ワー ドの入力が求め られます。
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投射設定

管理者パスワー ド

「管理者パス ワー ドの入力」 ま たは 「パス ワー ド の入力」 ダ イ ア

ロ グ  ボ ッ ク スが表示されている と き に、 「管理者パス ワー ド」 を
入力でき ます。

• を押し て 「管理者パス ワード」 を変更し ます。

• 「管理者パス ワー ド」 の工場出荷時デ フ ォ ル トは 「1234」
です。

管理者パ  ス ワー ド を忘れた場合、 次を実行し て  管理者 パス ワー

ド を回復し て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ に付属のセキ ュ リ テ ィ カ ー ド に印刷された 6
桁の 「ユニバーサルパス ワー ド」 を入力し ます。 こ の一意

のパス ワー ドは、 管理者パス ワー ドがどのよ う に設定され

ているかに関わ らず、 プ ロジ ェ ク タ に受け入れられます。

• セキ ュ リ テ ィ カ ー ド を失 く し た場合、 最寄り の Acer サー ビ

スセン タ ーにご連絡 く だ さ い。

VGA 出力 ( ス タ

ンバイ )

「オ ン」 を選択し て機能を有効に し ます。 プ ロジ ェ ク タ がス タ ン

バイ モー ド に入っ ていて、 VGA 入力と VGA 出力ソケ ッ ト がデ

バイ スに正し く 接続されている と き に、 VGA 信号が出力されま

す。

こ の機能を有効にする と、 ス タ ンバイ時の消費電力がわ
ずかに増加し ます。

リ セ ッ ト
「はい」 を選択し た後に を押す と、 すべての メ ニ ュ ーのパ ラ

メ ー タ が工場出荷時設定で表示されます。

ECO モー ド
「オ ン」 を選択する と プ ロジ ェ ク タ の ラ ン プが暗 く な り、 消

費電力も抑え られ、 騒音が低 く な り、 ラ ン プの寿命が延びま

す。 「オ フ」 を選択する と通常モード に戻り ます。



24

日
本

語

オーデ ィ オ

高度

「オ ン」 を選択し て高度モード を オ ン に し ます。 こ の機能がオ

ン にな っ ている と き、 プ ロジ ェ ク タ の フ ァ ンは高速で連続作

動し て、 プ ロジ ェ ク タ の温度を下げます。

自動シ ャ ッ ト ダ ウ

ン ( 分 )
設定時間の後、 信号入力が検出されない と、 プ ロジ ェ ク タ は

自動的にシ ャ ッ ト ダ ウ ン し ます。

ラ ン プ使用時間 ラ ン プの経過し た動作時間を表示し ます ( 単位 ： 時 )。

ラ ン プ寿命警告

充電ラ ン プ メ ッ セージが表示されている と き、 こ の機能を選

択し て警告メ ッ セージの表示 / 非表示を切り替えます。 こ の

メ ッ セージが表示された ら、 30 時間後に寿命が切れます。

ラ ン プ使用時間リ

セ ッ ト

「はい」 を選択し た後に を押す と、 ラ ン プの時間カ ウ ン タ

は 0 時間に戻り ます。

音量
• を押す と音量が下が り ます。

• を押す と音量が上が り ます。

ミ ュ ー ト
• 「オ ン」 を選択する と ミ ュ ー トがオ ン にな り ます。

• 「オ フ」 を選択する と ミ ュ ー トがオ フ にな り ます。

電源オ ン / オ フ音量
こ の機能を選択する と、 プ ロジ ェ ク タ のオ ン / オ フ を切り

換える と きの通知音量を調整でき ます。
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タ イ マー

言語

タ イ マーの位置 画面の タ イ マーの位置を選択し ます。

タ イ マー開始 （ま た

は、 停止）
を押し て タ イ マーの開始 / 停止を切り換えます。

タ イ マー期間 （分） を押し て タ イ マー期間を調整し ます。

タ イ マー音量
こ の機能を選択する と、 タ イ マー機能が有効にな っ た り タ

イ ムア ッ プする と きの通知音量を調整でき ます。

タ イ マー画面 を押し て タ イ マーの画面モー ド を選択し ます。

言語

OSD メ ニ ュ ーに対し て言語を設定し ます。 を

使用し て、 優先する言語を選択し ます。

• を押し て選択を確認し ます。
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 付録

ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ
Acer プ ロジ ェ ク タ に問題が発生し た場合、 次の ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グガ イ ド を

参照し て く だ さ い。 それでも問題が解決しない場合、 最寄り の再販売業者または

サー ビ スセン タ ーにご連絡 く だ さ い。

画像の問題と ソ リ ュ ーシ ョ ン

# 問題 ソ リ ュ ーシ ョ ン

1 画面に画像が表示
されない

• 「仕様の手引き」 セ ク シ ョ ン で説明し たよ う に、 すべて
のケーブルが正し く 接続されている こ と を確認し て く
だ さ い。

• コ ネ ク タ ピ ンが曲が っ た り折れた り し ていない こ と を
確認し て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ ラ ン プが し っ か り取り付け られている こ
と を チ ェ ッ ク し て く だ さ い。 「ラ ン プ を交換する」 セ

ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。

• レ ンズキ ャ ッ プが取り外され、 プ ロジ ェ ク タ の電源が
オ ン にな っ ている こ と を確認し て く だ さ い。

2 画像が一部分しか
表示されない、 ま
たはス ク ロ ールす
る ま たは正し く 表
示されない (PC 
(Windows 95/98/
2000/XP) の場合 )

• リ モ コ ン ま たは コ ン ト ロ ールパネルの 「RESYNC( 再同

期 )」 を押し ます。

• 画像が正し く 表示されない場合。

• 「マ イ コ ン ピ ュ ー タ > コ ン ト ロ ールパネル」 を順

に開き、 「画面」 ア イ コ ン を ダ ブル ク リ ッ ク し ま
す。

• 「設定」 タ ブ を選択し ます。

• デ ィ ス プ レ イ の解像度設定が WXGA+ (1440 x 
900) よ り低い こ と を確認し ます。

• 「詳細設定」 ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます。
問題がそれでも解決しない場合、 使用し ている モ ニ タ デ ィ ス
プ レ イ を変更し、 以下のス テ ッ プ に従っ て く だ さ い。

• 解像度設定が WXGA+ (1440 x 900) よ り低い こ

と を確認し ます。

• 「モ ニ タ」 タ ブの下で、 「変更」 ボ タ ン を ク リ ッ
ク し ます。

• SP ボ ッ ク スの下で 「すべてのデバイ スの表示 >
標準のモ ニ タ タ イ プ」 を選択し、 「モデル」 ボ ッ
ク スの下で必要と する解像度モー ド を選択し ま
す。

• モ ニ タ デ ィ ス プ レ イ の解像度設定が WXGA+ 
(1440 x 900) よ り低い こ と を確認し ます。
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3 画像が一部分しか
表示されない、 ま
たはス ク ロ ールす
る ま たは正し く 表
示されない
( ノ ート PC の場合 )

• リ モ コ ン ま たは コ ン ト ロ ールパネルの 「RESYNC( 再同

期 )」 を押し ます。

• 画像が正し く 表示されない場合。

• ア イ テム 2( 上 ) の手順に従っ て、 コ ン ピ ュ ー タ

の解像度を調整し ます。

• 出力設定の切り換えを押し ます。 例 : [Fn]+[F4]、 
Compaq [Fn]+[F4]、 Dell [Fn]+[F8]、 Gateway 
[Fn]+[F4], IBM [Fn]+[F7]、 HP [Fn]+[F4]、 NEC 
[Fn]+[F3]、 Toshiba [Fn]+[F5 ]

• 解像度を変更するのが困難な場合、 ま たはモ ニ タ が フ
リ ーズする場合、 プ ロジ ェ ク タ を含めすべての機器を
再起動し て く だ さ い。

4 ノ ー ト PC の画面
がプ レゼン テー
シ ョ ン を表示しな
い

• Microsoft Windows ベースの ノ ー ト PC を使用し てい

る場合。 一部の ノ ー ト PC は、 2 台目のデ ィ ス プ レ イ デ

バイ ス を使用し ている と き、 独自の画面を非ア ク テ ィ
ブ にする こ と があ り ます。 それぞれ、 再ア ク テ ィ ブ に

するための別の方法があ り ます。 詳細については、 コ

ン ピ ュ ー タ のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

• Apple Mac OS ベースの ノ ー ト PC を使用し ている場

合。 シス テム設定で、 「画面」 を開き ビ デオ ミ ラ ー リ ン

グ 「オ ン」 を選択し ます。

5 画像が不安定また
はち ら つ く

• これを補正するには 「ト ラ ッ キ ン グ」 を使用し ます。 
詳細については、 「イ メ ージ設定」 セ ク シ ョ ン を参照し
て く だ さ い。

• コ ン ピ ュ ー タ でデ ィ ス プ レ イ の色深度設定を変更し ま
す。

6 画像に垂直のバー
がち ら ついて表示
される

• 「周波数」 を使用し て調整し ます。 詳細については、

「イ メ ージ設定」 セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ い。

• プ ロジ ェ ク タ に合う よ う に、 グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド の
デ ィ ス プ レ イ モー ド を チ ェ ッ ク し て再設定し ます。

7 画像が フ ォ ー カ ス
か ら外れる

• レ ンズキ ャ ッ プ を取り外し ている こ と を確認し ます。

• プ ロジ ェ ク タ レ ンズの フ ォ ー カ ス リ ン グ を調整し ます。

• 投射方式幕が X1130/X1230 プ ロジ ェ ク タ か ら 1.2 ～

8m、 および X1230S プ ロジ ェ ク タ か ら 0.7 ～ 4. m の

必須距離の範囲に入っ ている こ と を確認し て く だ さ い。 
詳細については、 " 距離と ズームを調整し てお好みの

画像を表示する方法 " セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ

い。
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プ ロジ ェ ク タ の問題

8 「ワ イ ド ス ク リ ー
ン」 DVD タ イ ト ル
を表示し ている と
き、 画像が引き伸
ば される

アナ モル フ ィ ッ ク ま たは 16:9 縦横比でエ ン コ ー ド された
DVD を表示し ている と き、 次の設定を調整する必要があ り
ます。

• 4:3 フ ォ ーマ ッ ト の DVD タ イ ト ルを再生し ている場

合、 プ ロジ ェ ク タ の OSD で フ ォ ーマ ッ ト を 4:3 に変更

し て く だ さ い。

• 画像がそれでも伸びる場合、 縦横比を調整する必要が
あ り ます。 デ ィ ス プ レ イ フ ォ ー マ ッ ト を DVD プ レー

ヤーで 16:9( ワ イ ド ) 縦横比にセ ッ ト ア ッ プ し ます。

9 画像が小さすぎる、
ま たは大きすぎる

• プ ロジ ェ ク タ上部のズームレバーを調整し ます。

• プ ロジ ェ ク タ を ス ク リ ー ン に近づけるか、 遠ざけます。

• コ ン ト ロ ールパネルま たは リ モ コ ンの 「メ ニ ュ ー」 を
押し ます。 「イ メ ージ > ア スペ ク ト比」 に移動し、 別

の設定を試みます。

10 画像に斜めの線が
入る

• 可能であれば、 プ ロジ ェ ク タ がス ク リ ー ンの中央およ
び底部の下に く る よ う に配置し直し ます。

• イ メ ージが四角になる まで、 コ ン ト ロ ールパネルま た
は リ モ コ ンの歪み補正キーを押し ます。

• コ ン ト ロ ールパネルま たは リ モ コ ンの 「メ ニ ュ ー」 を
押し て、 OSD メ ニ ュ ーを開き ます。 「イ メ ージ > 自動

歪み補正」 ま たは 「イ メ ージ > 手動歪み補正」 に移動

し て、 調整を行います。

11 画像が反転する • OSD で 「イ メ ージ  > 投影」 を選択し、 投影方向を調整

し ます。

# 状態 ソ リ ュ ーシ ョ ン

1 プ ロジ ェ ク タ がすべての コ ン ト
ロ ールに対し て応答しない

可能であれば、 プ ロジ ェ ク タ の電源を オ フ に

し、 電源コ ー ド を抜いて 30 秒異常待っ てか ら

電源を接続し直し ます。

2 ラ ン プが焼き切れる、 ま たはポ
ン と い う音を立てる

ラ ン プが製品の耐用年数に達する と、 焼け切

れてぽん と い う大きな音が出ます。 その場合、

ラ ン プ モジ ュ ールを交換する までプ ロジ ェ ク

タはオ ン にな り ません。 ラ ン プの交換は、 「ラ

ン プ を交換する」 セ ク シ ョ ンの手順に従っ て

く だ さ い。
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OSD メ ッ セージ

# 状態 注意を喚起する メ ッ セージ

1 メ ッ セージ フ ァ ン エ ラ ー   -  シス テム フ ァ ンが作動し ていません。

プ ロジ ェ ク タ が過熱し ています - プ ロジ ェ ク タ がその推奨される

動作温度を超えたため、 使用する前に冷却する必要があ り ます。 
防塵フ ィ ル タ が取り付け られているか ど う かも確認し て く だ さ
い。 防塵フ ィ ル タ が埃で詰ま っ ている場合、 それを取り除いて く

だ さ い。 詳細については、 「防塵フ ィ ル タ の洗浄と交換」 を参照

し て く だ さ い。

ラ ン プ を交換し て く だ さ い  - ラ ン プはその最大の耐用年数に達し

よ う と し ています。 直ちに交換の準備を し て く だ さ い。

フ ァ ンが故障し ています。

ラ ン プは間もな く自動的にオ フ にな り ます。

プ ロジ ェ ク タ が過熱し ています。

ラ ン プは間もな く自動的にオ フ にな り ます。

ラ ン プは全出力操作 で耐用年数に終わ り に近づいています。

交換をお勧めし ます "
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LED およびア ラ ーム定義の一覧

LED メ ッ セージ

メ ッ セージ 電源 LED ラ ン プ LED Temp ( 温度 ) 
LED

赤 青 赤 赤

ス タ ンバイ

( 電源コ ー ドが差し込まれ

ています )

V -- -- --

電源ボ タ ン オ ン -- V -- --

ラ ン プの再試行 -- 点滅 -- --

オ フ にする  ( 冷却状態 ) 点滅 -- -- --

オ フ にする  ( 冷却が完了 ) V -- -- --

エ ラ ー ( 熱エ ラ ー ) -- V -- V

エ ラ ー

( フ ァ ン ロ ッ ク エ ラ ー )
-- V -- 点滅

エ ラ ー ( ラ ン プ破損 ) -- V V --

エ ラ ー

( カ ラ ーホ イールエ ラ ー )
-- V 点滅 --
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ラ ン プ を交換する
ド ラ イバーを使用し て カバーか ら ネジを取り外し、 ラ ン プ を取り出し ます。

プ ロジ ェ ク タは ラ ン プの寿命を検出し ます。 警告メ ッ セージ 「ラ ン プがその耐用年

数に近づいています。 交換をお勧めし ます。」 こ の メ ッ セージが表示された ら、 至急

ラ ン プ を交換し て く だ さ い。 ラ ン プ を交換する前に、 プ ロジ ェ ク タ を少な く と も 30
分間冷却し て く だ さ い。

警告 : ラ ン プ コ ンポーネン トが熱 く な っ ています。 ラ ン プ を交換する

前に冷却し て く だ さ い。

ラ ン プ を交換するには、 次の手順に従います

1 電源 ボ タ ン を押し て、 プ ロジ ェ ク タ の電源を オ フ に し ます。

2 プ ロジ ェ ク タ を少な く と も 30 分間冷却し ます。

3 電源 コ ー ド を取り外し ます。

4 ド ラ イバーを使用し て カバーか ら ネジを取り外し、 ラ ン プ を取り出し ます。 (
図 #1)

5 カバーを押し上げて カバーを取り外し ます。

6 ラ ン プ モジ ュ ールを固定し ている 2 個のねじ を取り外し ( 図 2)、 ラ ン プバー

を持ち上げます。 ( 図 #3)

7 ラ ン プ モジ ュ ールを引き出し ます。 ( 図 #4) 

ラ ン プ モジ ュ ールを交換するには、 前の手順の逆を行います。

警告: 人が  負傷 する  危険 が  あるため、 ラ ン プ  モジ ュ ール  を  落と  し  
た り  ま たは ラ ン プ  の電球に  触れ ない  く だ さ い。 電球を  落と す と  
粉々に  割れて  負傷 の  原因 と  な り ます。

1

2
3

4
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天井への取り付け
天井取付を使用し てプ ロジ ェ ク タ を取り付ける場合、 以下のス テ ッ プ を参照し て く

だ さ い。

1 天井のし っ か り し た構造の丈夫な部分に 4 つの穴を開け、 マ ウ ン ト ベース を

取り付けます。

注 : ネジは別売です。 お使いの天井に合わせて、 適切なネジを ご用意

く だ さ い。

2 適切なタ イ プのシ リ ン ダ ネジを使用し て天井ロ ッ ド を固定し ます。

短いロ ッ ド

ねじ タ イ プ A
50 mm 長 / 8 mm 径 -

天井取付台
- 天井に取り付け

長い ロ ッ ド

延長ロ ッ ド

ア レ ンキー
- 締めた り緩めた り する

ために使用

締め付けねじ

中間ロ ッ ド

長いシ リ ン ダキ ャ ッ プ
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3 プ ロジ ェ ク タ のサ イズに合っ た適切な数のネジを使用し て、 プ ロジ ェ ク タ を

シー リ ン グ取付ブ ラ ケ ッ ト に取り付けます。

注 : 熱が適切に分散される よ う に、 ブ ラ ケ ッ ト と プ ロジ ェ ク タ の間に

十分なスペース を開ける よ う にお勧め し ます。 必要に応じ て、 2 つの

ワ ッ シ ャ で補強し て く だ さ い。

4 シー リ ン グ ブ ラ ケ ッ ト をシー リ ン グ ロ ッ ド に取り付けます。

小型ワ ッ シ ャ

大型ワ ッ シ ャ

プ ロジ ェ ク タ のブ ラ ケ ッ
ト
プ ロジ ェ ク タ を支え、 調
整を行います    

ネジ タ イ プ C

スペーサー
- 放熱用

滑り延長

ネジ タ イ プ B

ねじ タ イ プ A
50 mm 長 -     
/ 8 mm 径

大型のシ リ ン ダキ ャ ッ プ

ア レ ンキー
- 締めた り緩めた り する ために使用

締め付けねじ
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5 必要に応じ て、 角度と位置を調整し ます。

注 : 各モデルに合っ た適切なタ イ プのネジ と ワ ッ シ ャ は、 以下の表に

一覧表示されています。 ネジパ ッ ク には、 3 mm 径のネジが含まれて

います。

モデル ネジ タ イ プ B ワ ッ シ ャ タ イ プ

直径 (mm) 長さ  (mm) 大 小

X1130/X1230/X1230S 3 25 V V

ア レ ンキー

締め付けねじ

ア レ ンキー

締め付けねじ

11
9 

m
m

189 mm

ねじ M3
奥行き  9.5 mm
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仕様
以下に一覧表示する仕様は、 予告なし に変更する こ と があ り ます。 最終仕様につい

ては、 Acer が公表する マーケテ ィ ン グ仕様を参照し て く だ さ い。

投影シス テム DLP™

解像度 • X1130: 
ネーテ ィ ブ : SVGA (800 x 600)
最大 : SXGA (1280 x 1024)、 WXGA+ (1440 x 900)

• X1230/X1230S
ネーテ ィ ブ : XGA (1024 x 768)、 
最大 SXGA (1280 x 1024)、 WXGA+ (1440 x 900)

コ ン ピ ュ ー タ の互換性 IBM PC および互換品、 Apple Macintosh、 iMac および

VESA 標準 : WXGA+ (1440 x 900), WXGA (1280 x 800, 
1280 x 768), SXGA (1280 x 1024), XGA (1024 x 768), 
SVGA (800 x 600), VGA (640 x 480)

ビ デオ互換性 NTSC (3.58/4.43)、 PAL (B/D/G/H/I/M/N)、 SECAM (B/D/
G/K/K1/L)、 HDTV (720p、 1080i)、 EDTV (480p、 576p)、
SDTV (480i、 576i)

縦横比 4:3 ( ネーテ ィ ブ )、 16:9

表示可能な色数 16.7 万色

投射方式レ ンズ • X1130/X1230:
F = 2.56 - 2.8, f = 21.00 mm - 23.00 mm,
1:1.1 手動ズーム と手動フ ォ ー カ ス

• X1230S:
F=2.5 、 f = 10mm、 手動ズームレ ンズ

投影ス ク リ ー ンサ イズ ( 対角 ) • X1130/X1230:
35" (0.89 m) - 159" (4.04 m)

• X1230S:
27" (69 cm) - 300" (762 cm)

投影距離 • X1130/X1230:
3.9" (1.2 m) - 37.2"(11.3 m)

• X1230S:
1.6" (0.5 m) - 18.0" (5.5 m)

投影比 • X1130/X1230: 53"@2 m (1.86 - 2.04: 1)

• X1230S: 109"@2 m (0.90 : 1)

水平走査周波数 31 - 93 kHz

垂直リ フ レ ッ シ ュ走査周波数 : 48 - 86 Hz

ラ ン プ タ イ プ フ ィ リ ッ プ ス型 189 W のユーザーが自分で交換でき る  
UHP

キース ト ーン補正 +/-40 度 ( 垂直 )、 手動および自動

デジ タ ルズーム 2 X

オーデ ィ オ • X1130: N/A

• X1230/X1230S: 2 W x 1
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* 設計と仕様は、 予告なし に変更する こ と があ り ます。

重量 • X1130/X1230: 約 2.3 kg

• X1230S: 約 2.5 kg(5.51 lbs.)

寸法 ( 幅 x 奥行き x 高さ ) 264 x 225 x 95 mm (10.4" x 8.6" x 3.7")

電源装置 ユニバーサル AC 入力 100 - 240 V、 入力周波数 50 - 60 
Hz

消費電力 280 W

操作温度 0ºC to 40ºC / 32ºF to 104ºF

I/O コ ネ ク タ • 電源ソケ ッ ト  x1

• RS232 x 1

• VGA 入力 x 1

• コ ンポジ ッ ト ビ デオ  x1

• S ビ デオ  x1

以下のア イ テムは X1230/X1230S 専用です :

• 3.5 mm ジ ャ ッ ク入力 x1: 有線 IR リ モ コ ン用

• VGA 出力 x1

• 3.5 mm ジ ャ ッ ク入力 x1: 有線 IR リ モ コ ン用

標準パ ッ ケージの内容 • AC 電源コ ー ド  x1

• VGA ケーブル  x1

• コ ンポジ ッ ト ビ デオ ケーブル  x1

• リ モ コ ン  x1

• 電池 x 2 ( リ モ コ ン用 )

• ユーザーズガ イ ド  (CD-ROM) x 1

• ク イ ッ ク ス タ ー ト ガ イ ド  x 1

• セキ ュ リ テ ィ カ ー ド  x 1

• キ ャ リ ーケース  x1
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互換モード

1 VGA アナ ロ グ  - PC 信号

モード 解像度 垂直周波数 [Hz] 水平周波数 [KHz]

VGA_60

640 x 480

59.940 31.469

VGA_72 72.809 37.861

VGA_75 75.000 37.500

VGA_85 85.008 43.269

720 x 400_70 720 x 400 70.087 31.469

720 x 400_85 720 x 400 85.000 37.900

SVGA_56

800 x 600

56.000 35.200

SVGA_60 60.317 37.879

SVGA_72 72.188 48.077

SVGA_75 75.000 46.875

SVGA_85 85.061 53.674

XGA_60

1024 x 768

60.004 48.363 

XGA_70 70.069 56.476 

XGA_75 75.029 60.023 

XGA_85 84.997 68.667 

SXGA_70
1152 x 864

70.000 63.800

SXGA_75 75.000 67.500

SXGA_60 1280 x 1024 60.020 63.981

1280 x 960_60 1280 x 960 60.000 60.000

Mac G4 640 x 480@60Hz 59.94 31.469

MAC13 640 x 480@67Hz 66.667 35.000

Mac G4 800 x 600@60Hz 60.317 37.879

MAC16 832 x 624@75Hz 74.546 49.722

Mac G4
1024 x 

768@60Hz
60.004 48.363
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2 YPbPr 信号

MAC19
1024 x 

768@75Hz
75.020 60.241

MAC21
1152 x 

870@75Hz
75.060 68.680

WXGA_60
1280 x 768

60.000 47.400

WXGA_75 74.890 60.290

WXGA_60 1280 x 720 59.94 45.000

WXGA_60 1280 x 800 59.81 49.702

WXGA+_60 1440 x 900 59.887 59.935

16:9 timing 1366 x 768 59.790 47.712

16:9 timing 1024 x 576 59.899 35.880

Acer AspireOne 1024 x 600 60.000 37.500

モー ド 解像度 垂直周波数 [Hz] 水平周波数 [KHz]

480i
720 x 480 

(1440 x 480) 59.94 15.73

480p 720 x 480 59.94 31.47 

576i
720 x 576

 (1440 x 576) 50.00 15.63

576p 720 x 576 50.00 31.25 

720p 1280 x 720 60.00 45.00 

720p 1280 x 720 50.00 37.50 

1080i 1920 x 1080 60.00 33.75 

1080i 1920 x 1080 50.00 28.13
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3 ビ デオ、 S ビ デオ信号

モード 垂直周波数 [Hz] 水平周波数 [KHz] fsc (MHz)

NTSC 15.73 60 3.58

PAL 15.63 60 4.43

SECAM 15.63 60 4.25 ま たは 4.41

PAL-M 15.73 60 3.58

PAL-N 15.63 60 3.58

PAL-60 15.73 60 4.43

NTSC4.43 15.73 60 4.43



40

日
本

語
 規制と安全に関する通知
FCC 通知

本装置は、 FCC 基準パー ト 15 に準ずる Class B のデジ タ ル電子機器の制限事項に

準拠し ています。 これら の制限事項は、 住宅地域で使用し た場合に生じ る可能性の

ある電磁障害を規制するために制定されたものです。 本装置は高周波エネルギーを

生成し使用し ています。 ま た、 高周波エネルギーを放射する可能性があるため、 指

示に従っ て正し く設置しなか っ た場合は、 無線通信に障害を及ぼす可能性があ り ま

す。

し か しなが ら、 特定の設置状況においては電波障害を起こ さない と い う保証はあ り

ません。 本装置がラジオやテ レ ビ の受信に障害を与えていないかを判断するには、

本装置の電源を オ ン オ フ し てみます。 受信障害が発生し ている場合には、 以下の方

法で受信障害を改善する こ と をお勧め し ます。

• 受信ア ン テナの方向または設置位置を変える。

• 本装置と受信機の距離を離す。

• 本装置と受信機の電源系列を別の回路にする。

• 販売店やラジオ / ビ デオの専門技術者に問い合わせる。

通知 : シールド されたケーブル

他の コ ン ピ ュ ー タ装置に対する接続はすべて、 FCC 規制に準拠するために、 シール

ド されたケーブルを使用し て行う必要があ り ます。

通知 : 周辺機器

Class B 制限への準拠を認定された周辺機器 ( 入出力デバイ ス、 端末、 プ リ ン タな

ど ) のみが本機器に接続でき ます。 認定されていない周辺機器で操作する と、 ラ ジ

オやテ レ ビ の受信に障害がおよぶ可能性があ り ます。

注意
FCC 準拠に責任を持つ第三者か ら の明確な許可を受ける こ と な く 、 本体に承認され

ていない変更や改造が行われた場合には、 本装置を使用する権利が規制される場合

があ り ます。

操作条件
本製品は FCC 規則パー ト 15 に準拠し ています。 操作は次の 2 つの条件に規制され

ます :(1) 電波障害を起こ さない こ と、 (2) 誤動作の原因と なる電波障害を含む、 受

信されたすべての電波障害に対し て正常に動作する こ と。

通知 : カ ナ ダのユーザー

この Class B デジ タ ル機器はカ ナ ダ ICES-003 に準拠し ています。
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Remarque à l'intention des utilisateurs canadiens
Cet appareil numérique de la classe B est conforme a la norme NMB-003 du 
Canada.

Canada — Low-power license-exempt radio
communication devices (RSS-210)

a 一般情報

操作は次の 2 つの条件に規制されます :
1. 電波障害を起こ さない こ と、

2. 誤動作の原因と なる電波障害を含む、 受信されたすべての電波障害に

対し て正常に動作する こ と。

b 2.4 GHz 帯域での操作

認可されたサー ビ スへの電波障害を防ぐ ために、 本デバイ スは屋内で操

作する よ う に意図され、 屋外での取り付けには使用許可が必要です。

欧州連合諸国に対する適合宣言
Acer はこ こ に、 こ のプ ロジ ェ ク タ シ リ ーズが指令 1999/5/EC の基本要件およびそ

の他の関連条項に準拠し ている こ と を宣言し ます。 ( 完全なドキ ュ メ ン ト について

は http://global.acer.com/support/certificate.htm に ア ク セス し て く だ さ い )。

ロ シアの規制認証への準拠

 無線装置の規制通知

注 : 以下の規制情報は、 ワ イヤレ ス LAN と Bluetooth の両方または

そのいずれかを搭載し たモデル用です。

全般
本製品は、 ワ イヤレ ス使用を承認された国または地域の無線周波数および安全基準

に準拠し ています。 設定によ っ ては、 本製品には ( ワ イヤレ ス LAN と Bluetooth
モジ ュ ールの両方またはそのいずれかなどの ) ワ イ ヤレ ス無線デバイ スが含まれる

こ と もあれば含まれない こ と もあ り ます。 以下の情報は、 かかるデバイ ス を搭載し

た製品用です。
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欧州連合 (UE)
次の整合規格への準拠によ っ て認証された R&TTE 指令 1999/5/EC: 

• 条項 3.1(a) ヘルス と安全

• EN60950-1:2001

• EN50371:2002 (SAR、 一般 FR 装置 )

• 条項 3.1(b) EMC

• EN301 489-1 V1.4.1 ( 一般的技術要件 )

• EN301 489-3 V1.4.1 ( 短距離装置用 )

• EN301 489-17 V1.2.1 ( 広域帯デー タ および HIPETLAN 機器用 )

• 条項 3.2 スペ ク ト ルの使用

• EN300 220-1 V1.3.1 ( 短距離装置用、 25~1000MHz、 パー ト 1)

• EN300 220-2 V2.1.1 ( 短距離装置用、 25~1000MHz、 パー ト 3)

• EN300 440-2 V1.1.2 ( 短距離装置用、 1G~20GMHz、 パー ト 2)

• EN300 328 V1.6.1 (2.4 GHz ISM 帯域で作動するデー タ転送機器

用 )

• EN301 893 V1.2.3 (5GHz 高性能 RLAN)

適用可能な国の リ ス ト
2004 年 5 月現在での欧州連合の加盟国は、 ベルギー、 デン マー ク、 ド イ ツ、 ギ リ シ ャ、 スペ

イ ン、 フ ラ ン ス、 ア イ ル ラ ン ド、 イ タ リ ア、 ル ク セン ブル ク、 オ ラ ン ダ、 オース ト リ ア、 ポル
ト ガル、 フ ィ ン ラ ン ド、 ス ウ ェ ーデン、 英国、 エ ス ト ニ ア、 ラ ト ビ ア、 リ ト ア ニ ア、 ポー ラ ン
ド、 ハンガ リ ー、 チ ェ コ共和国、 ス ロバキア共和国、 ス ロベニ ア、 キプ ロ ス、 マル タ です。 欧
州連合の国々だけでな く 、 ノ ル ウ ェ ー、 ス イ ス、 ア イ ス ラ ン ド および リ ヒ テ ンシ ュ タ イ ンでも
使用は許可されています。 欧州連合の国々だけでな く 、 ノ ル ウ ェ ー、 ス イ ス、 ア イ ス ラ ン ド お
よび リ ヒ テ ンシ ュ タ イ ンでも使用は許可されています。 本デバイ スは使用する国の規制と制約
に厳密に従っ て使用される必要があ り ます。 詳細については、 使用する国の地方自治体にお問
い合わせ く だ さ い。
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Acer America Corporation
333 West San Carlos St., San Jose

CA 95110, U. S. A.
Tel: 254-298-4000
Fax: 254-298-4147

www.acer.com

Federal Communications Commission
Declaration of Conformity

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following 
two conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) this device must 
accept any interference received, including interference that may cause undesired operation. 

The following local Manufacturer / Importer is responsible for this declaration:

 

Product: DLP Projector 

Model Number: QSV0812/QNX0813/QNX0814

Machine Type:  X1130/X1230/X1230S series

Name of Responsible Party: Acer America Corporation 

Address of Responsible Party: 333 West San Carlos St. 
San Jose, CA 95110 
U. S. A. 

Contact Person: Acer Representative 

Phone No.: 254-298-4000 

Fax No.: 254-298-4147
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Acer Incorporated
8F, 88, Sec. 1, Hsin Tai Wu Rd., Hsichih

Taipei Hsien 221, Taiwan

Declaration of Conformity
We,

Acer Incorporated
8F, 88, Sec. 1, Hsin Tai Wu Rd., Hsichih, Taipei Hsien 221, Taiwan 

Contact Person: Mr. Easy Lai 
Tel: 886-2-8691-3089 Fax: 886-2-8691-3120 
E-mail: easy_lai@acer.com.tw

Hereby declare that: 
Product: DLP Projector 
Trade Name: Acer 
Model Number: QSV0812/QNX0813/QNX0814
Machine Type: X1130/X1230/X1230S series

Is compliant with the essential requirements and other relevant provisions of the following EC directives 
and that all the necessary steps have been taken and are in force to assure that production units of the same 
product will continue comply with the requirements.
EMC Directive 2004/108/EC as attested by conformity with the following harmonized standards:

-. EN55022: 2006, AS/NZS CISPR22: 2006, Class B 
-. EN55024: 1998 + A1: 2001 + A2:2003 
-. EN61000-3-2: 2006, Class A 
-. EN61000-3-3: 1995 + A1: 2001+A2: 2005

Low Voltage Directive 2006/95/EC as attested by conformity with the following harmonized 
standard: 

-. EN60950-1: 2001 + A11: 2004 
Council Decision 98/482/EC (CTR21) for pan- European single terminal connection to the Public 
Switched Telephone Network (PSTN).
RoHS Directive 2002/95/EC on the Restriction of the Use of certain Hazardous Substances in 
Electrical and Electronic Equipment 
The standards listed below are applied to the product if built with WLAN module or wireless 
keyboard and mouse.
R&TTE Directive 1999/5/EC as attested by conformity with the following harmonized standard:

• Article 3.1(a) Health and Safety 
-. EN60950-1:2001 + A11:2004 
-. EN50371:2002

• Article 3.1(b) EMC 
-. EN301 489-1 V1.6.1 
-. EN301 489-17 V1.2.1   

• Article 3.2 Spectrum Usages 
-. EN300 328 V1.7.1
-. EN301 893 V1.4.1 (Applicable to 5GHz high performance RLAN). 

Year to begin affixing CE marking 2008. 

_______________________________
Easy Lai /Manager
Regulation Center, Acer Inc. 
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